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１．コロナ禍、ウクライナ情勢等の施設園芸への影響（３～５ページ）
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なんか､
　 えいちや !

２．IoPクラウド（SAWACHI）の構築と普及状況（６～８ページ）

３．IoPプロジェクト各推進チームの活動状況　　　（９～12ページ）
　　（研究開発WG、普及WG、農地・担い手対策、流通・販売対策）



　　　　1-1）　コロナ禍、ウクライナ情勢等の影響が農家経営を直撃しています　　
●コロナ禍、ウクライナ情勢等の農業分野への影響

2,029,670 
1,942,026 1,951,158 

1,903,655 1,876,879 

287 299
280 294 291

100

150

200

250

300

350

H29 H30 R1 R2 R3
1600000

1700000

1800000

1900000

2000000

2100000

2200000

東京都中央卸売市場の野菜取扱数量(t)と単価(円/kg)

数量 単価 線形 (単価)

●野菜の単価は、横ばい状態

農家の経営

過去にない程
の危機的な

状況にあります
3

0

2

4

6

8

100

120

140

尿素輸入CIF価格
の推移(円/kg)

2011年1月←              →2022年6月

1年で2.1倍
・102

・
4932

・
40
・

0

5

100

150

200

250

300

リン酸輸入CIF価格
の推移(円/lg)

2011年1月←              →2022年6月

1年で2.3倍 ・207

・
91

79
・67

・

0 

20,000 

40,000 

60,000 

80,000 

100,000 

120,000 

原油輸入CIF価格
の推移(円/kl)

2011年1月←               →2022年6月

・95,876

・
47,614

・16,645

50,014
・

1年で2.0倍



これまでの
平均的な

経営

経費が15％
上がる

とすると･･･

経
費

収
入

805万円
(105万円増）

205万円
(95万円
 (32％)減）

×
間違った

対応

経
費

収
入

700
万円

300
万円

○
IoP実践

農家モデル

経
費

収
入

805万円
～855万円
(105万円
 ～155万円増）

295万円
～345万円
(ほぼ維持
～45万円増)

経
費

収
入

　　　　　　1ー2）　この厳しい状況でもIoPで対抗できます！　　　

4

経
費

700
万円

収入
200万円
(100 万円

(33％)減
)

収量
(17t/10a)

収量
(15.3t/10a)

悪循環

収量減！

所得
UP！

収量
(18.7t～20.4t/10a)収量

(17t/10a)



　　　　　1ｰ3）　この厳しい状況でもIoPで対抗できる！（ナスでの現地実証例）　　　

R4園芸年度
(R3.9～R4.6)
安芸地区
ナスでの
IoP実証事例(1)

12～２月の収量が1.7t/10a

増加し、手取りが４４万/10a増加！

30a経営
なら

132万円
増！
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　　　　　2ｰ1）IoPクラウド（SAWACHI）の構築（生産者画面、指導者画面とも充実）　



　　　　　2-2)令和４年度　SAWACHIの活用促進とデータ駆動型農業の普及ロードマップ　

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

IoPクラウド・プロトタイプ
普及

ロードマップ

農業イノベーション推進課

270戸で実証運用＆各機能のブラッシュアップ

生産者画面と同様の画面を指導者画面に追加

データ駆動型指導員の育成(県・JAで50名体制)

各地域・各品目毎に
説明会＆

加入キャンペーン

データ活用同意
＆加入申込

推進体制構築

データ駆動型指導フォーム・ライブラリの構築

出荷画面：主要7品目→31品目対応へ

IoPクラウド（SAWACHI)

パソコンやスマホが苦手な農家にも
データ駆動型で有益な指導を実施

営農＋販売・購買・経営担当で活用

新園芸年度加入キャンペーン

ハウス詳細接続農家：570戸へ

出荷データ同意：1424→4000戸へ

SAWACHI直接利用農家：
324→2000戸へ

他都道府県との連携(IoPネットワーク)

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
・
Ｐ
Ｒ

本
格
運
用
開
始
（
９
／
２
１
）

※テストベット利用　　企業の皆様と連携　接続利用可能なデバイス類・アプリ類の充実

※SINET-JGN利用　大学や研究機関と連携　データ駆動型研究開発の加速化 7



　　　　　　　2-３)　全国にIoPをPR　2022年11月29日～12月1日　ぜひ高知県へお越し下さい！　

11月29日（火） 11月30日（水） 12月１日（木）

場所：高知ぢばさんセンター大ホール（高知市布師田3992-2）

IoPサミット（仮称）
～Internet of Plants～

・施設園芸のDXを推進する全国の自治体の　
　皆様や関連企業の皆様とIoP(Internet
　 of Plants)を共有・活用・　発展していくた
　めのサミット
・場所：高知県農業技術センター研修棟＆　　
　　　　　試験ハウス＆オンライン
・内容：10:00∼12:00
　　　　・IoP試験状況視察研修
　　　　13:00∼15:00
　　　　・講演会
　　　　・IoPディスカッション　
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New

・GPECにて講演＆出展
・東京ビックサイト

７月20(水)～22(金)日

７月28日（木）
・WAGRIオープンデー

11月8(火)～9(水)日
・九州沖縄野菜花き推進部会・野菜現地研究会



　　　　　　　　         ＝　　　　　　　　 ×　　　　　　　 ×　　　　　ー　　　 反収 面積 単価

農地・担い手対策分科会 流通・販売対策分科会

農 業 政 策 課

農業担い手支援課

農 業 基 盤 課

農 業 イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 課

環 境 農 業 推 進 課

農産物マーケティング戦略課
農業技術センター

研究ワーキンググループ普及ワーキンググループ

農業所得 経費

KPIを着実に達成していくためには、反収増の取組だけではなく、面積拡大や単価アップの取組も必要

農業振興部IoPプロジェクト推進チーム

安芸農業振興センター
中央東農業振興センター
中央西農業振興センター
須崎農業振興センター
幡多農業振興センター

　　　　3ｰ1)　IoPプロジェクト各推進チームの活動状況　

9

データ
駆動型の
普及指導
体制へ

（目標：90億円）

データ
駆動型の

研究
体制へ

（目標：90億円） 9

地域地域に新たな
施設園芸団地

（新規就農者、
規模拡大志向農家
企業等がすぐに
活用できる）

３ｈａ×４カ所
（目標：10億円）

9

野菜産出額に関すKPI　621億円(H29)→751億円(R9)：130億円増
※KPIの農業産出額については、農水省の
公表数字を元に単価を、5カ年平均で再試算
しているため値が異なっています。

現状の市場流通を中
心としたプロダクト
アウト型販売

＋
新たな

マーケットイン型
販売

（目標：30億円）

進んでいない
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四万十町次世代団地
トマト 3棟,4.3ha
販売目標　6.1億円 　雇用増　
90名大規模施設園芸団地

日高村トマトクラスター

  大規模次世代型ハウス

バイオマス発電併用

本山町 パプリカ

安芸市 ナス 1棟, 1ha        

  大規模次世代型ハウス

次世代型ハウスの普及面積
＜整備面積（累計）と販売見込額＞

　　　　　3ｰ２)農地・担い手WG　新規就農者や規模拡大志向農家が活用できる園芸団地整備
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5ha

3.6ha

整備済み

四万十市

南国市

新たに整備
3ha×４カ所＋α

高知市 安芸市

香南市
１ha

本山町木能津
２ha

安芸市僧津地区　面積1ha×3カ所
新規就農・規模拡大

３ha
日高村本郷

四万十市　面積３ha
企業参入用園芸団地用地

高知市春野地区　面積1ha×3カ所
新規就農・規模拡大

南国国営
園芸団地用地
３.８ha（能間工区）

南国市植田中規模次世代型ハウス

南国市 パプリカ、シシトウ等
香南市父養寺地区面積4.5ha

企業・新規就農・規模拡大

12.6ha 
20.4ha 

32.6ha 

46.0ha 

59.6ha
66.9ha

75.5ha

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

65億円

70億円

58億円
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　　　　3ｰ３)　農地・担い手WG　地元と協働した企業参入事例（１）Fビットファーム

R4.3～パプリカ生産開始（40a)　R4.9～１．１ｈａで本格生産開始
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　　　　3ｰ４)　農地・担い手WG　地元と協働した企業参入事例（１）Fビットファーム

バイオマス発電(２ＭＷ)による、電気、排熱利用、排ガス(CO2）のトリジェネレーション施設
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